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2026 年３月期 第２四半期（中間期）の業績予想値と実績値の差異、 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2025 年 5 月 12 日に公表しました 2026 年３月期第２四半期（中間期）の連結業績予想

値と、本日公表の実績値に差異が生じましたのでお知らせいたします。 

また、当中間期までの業績及びその後の経営環境を勘案して、2026 年３月期通期の連結業績予想

を下記のとおり修正しましたので、併せてお知らせいたします。  

 

記  

 

１. 2026 年３月期第２四半期（中間期）の連結業績予想の修正  

（2025 年４月１日～2025 年 9 月 30 日） 

 連 結 

売 上 高 

連 結 

営 業 利 益 

連 結 

経 常 利 益 

親会社に帰属する 

当期純利 益 

１株当た り 

連結当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

2,161 
百万円 
90 

百万円 
90 

百万円 
61 

円 銭 
44.06 

今回発表予想（B） 2,045 △50 △55 98 70.93 

増減額（B－A） △116 △140 △146 37 26.87 

増減率（％） △5.4 － － 61.0  

(参考)前期第２四半期実績 

(2025 年 ３月 期 第 ２ 四 半 期 ) 
2,000 76 74 40 28.87 

 

  



 

２. 2026 年３月期通期の連結業績予想の修正  

（2025 年４月１日～2026 年３月 31 日） 

 連 結 

売 上 高 

連 結 

営 業 利 益 

連 結 

経 常 利 益 

親会社に帰属する 

当期純利 益 

１株当た り 

連結当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

4,326 
百万円 

161 
百万円 

158 
百万円 

107 
円 銭 

77.70 

今回発表予想（B） 3,917 △41 △52 101 73.00 

増減額（B－A） △408 △202 △210 △6 △4.70 

増減率（％） △9.5 － － △6.1  

(参考)前期連結実績 

( 2 0 2 5 年 ３ 月 期 ) 
4,055 142 145 100 72.40 

 

３. 差異及び修正の理由 

当中間期における売上高につきましては、米国の通商政策や一部の輸出相手国における輸入規制

などネガティブな外的要因の影響を受け、輸出売上高が低調に推移したことにより当初計画を下回

りました。連結営業利益及び連結経常利益につきましては、原材料や人件費等の増加に加え、販売

製品構成の悪化や生産操業度が想定を下回ったことなどから、当初計画を下回りました。親会社に

帰属する当期純利益につきましては、2025 年７月 23 日に公表しました「投資有価証券売却益（特

別利益）の計上に関するお知らせ」のとおり、当該特別利益の計上により当初計画を上回りまし

た。 

これまで当社グループは、製品安定供給を優先するため「販売価格を据え置く」「不採算製品に

ついても取引を継続する」など業績悪化に繋がる実態が存在しており、今般のコスト上昇の影響を

受け、当中間期は営業損失を計上するに至りました。 

このような状況を受け、適正利益を確保するための体制を至急構築すべく、顧客に対する販売状

況及び原価管理状況について一斉点検を実施し、概ねの製品を対象とした価格転嫁を 2025 年 9 月

1 日付で実施いたしました。本価格転嫁の効果については、2025 年 12 月前後の顕在化を見込んで

おります。また 2025 年８月 28 日に公表しました「片山チエン株式会社との業務提携契約の締結完

了に関するお知らせ」のとおり、当該業務提携に係る業務効率改善へ取り組みを図っております。 

このような経営環境等を勘案し、2026 年３月期通期連結業績予想につきましては、上記のとお

り業績予想を修正いたします。 

なお、中間配当及び期末配当につきましては、2025 年５月 12 日に公表しました１株当たり

15.00 円（年間配当１株当たり 30.00 円）から修正はありません。  

 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績

は今後の様々な要因により予想値と異なる場合があります。 

 

以 上 


